
議  事  日  程 

 

 

令 和 ２ 年 ２ 月 ２ １ 日 

午 後 １ 時 ３ ０ 分 開 会 

 

開     会 

第 １ 会 期 決 定 

第 ２ 会議録署名委員の指名 

第 ３ 前会会議録の承認 

第 ４ 教育長報告及び各課２月行事報告 

第 ５ 議 案 

第4号議案 議会の議決を経るべき議案について(平成３１年度島原市一般 

会計補正予算第４号) 

 

第5号議案 議会の議決を経るべき議案について(平成３１年度島原市一般 

会計補正予算第５号) 

 

第6号議案 議会の議決を経るべき議案について(令和２年度島原市一般 

会計当初予算) 

第7号議案 令和元年度稽古館奨励賞の交付について 

第8号議案 島原市少年センター規則の一部を改正する規則 

第9号議案 第三次島原市子ども読書活動推進計画について 

第10号議案 島原市文化財保護審議会委員の委嘱について 

第 ６ 次回定例教育委員会日程 

第 ７ そ の 他 

（１）  報告事項 

①  第２期島原市教育大綱（案）について 

②  島原市小・中学校の教育職員の在校等時間の上限に関する方針

（素案）について 

③  ３月行事予定表 

（２）  その他 



 

 

 

島 原 市 教 育 委 員 会 
 

 

 

議 案 集 
 

 

 

 

 

  

 

第 4号議案  議会の議 決を経る べき議案 について (平成３１ 年度島原 市  

一 般会計補 正予算第 ４号 ) 

   第 5号 議案  議 会の議決 を経るべ き議案に ついて (平 成３１年 度島原市  

一 般会計補 正予算第 ５号 ) 

第 6号議案  議会の議 決を経る べき議案 について (令和２年 度島原市  

一 般会計当 初予算 ) 

   第 7号 議案  令 和元年度 稽古館奨 励賞の交 付につい て  

第 8号議案  島原市少 年センタ ー規則の 一部を改 正する規 則  

   第 9号 議案  第 三次島原 市子ども 読書活動 推進計画 について  

第 10号議案  島 原市文 化財保護 審議会委 員の委嘱 について  

 

 

                                                          

 

 

令和２年２月２１日 定例会 
 

  





第４号議案

議会の議決を経るべき議案について

議会の議決を経るべき議案について、別紙平成３１年度島原市一般会計補正予算第４号

（教育委員会関係費）のとおり議会に提出することの承認を求める。

令和２年２月２１日 提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条、及び島原市教育委員会の権限事務

の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規則第２条第１項第１１号の規定により、

教育委員会の承認を求めるものである。 
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（参考） 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（教育委員会の意見聴取）

第２９条  地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他 

特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合 

においては、教育委員会の意見をきかなければならない。  

○島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規則

（教育長に対する委任事項）

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する教育事務を教育長に委任す

る。 

(１) 学校教育又は社会教育に関する一般方針を定めること。

(２) 学校・公民館及び図書館の設置及び廃止を決定すること。

(３) 教育財産の取得を市長に申出ること。

(４) 県費負担教職員の懲戒及び県費負担教職員たる校長、教頭の任免その他の進退に

ついて内申すること。 

(５) 県費負担教職員の服務の監督についての一般方針を定めること。

(６) 教育委員会の任命にかかる職員の人事の一般方針を定め、及び懲戒を行うこと。

(７) 教育長・課長・公民館長及び指導主事の任免を行うこと。

(８) 学校・公民館及び図書館の敷地を選定すること。

(９) 学校その他教育機関の工事の計画を策定すること。

(10) 委員会規則の制定又は改廃を行うこと。

(11) 教育予算その他議会の議決を経るべき議案の作成について意見を申出ること。

(12) 委員会の所管に属する各種委員会・審議会等の委員の任命又は委嘱すること。

(13) 校長・教頭・教員その他の教育関係職員の研修の一般方針を定めること。

(14) 教科用図書の採択に関する基本方針を定めること。

(15) 学令児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又はこれを変更すること。

(16) 教育に関する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うこと。
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第５号議案

議会の議決を経るべき議案について

議会の議決を経るべき議案について、別紙平成３１年度島原市一般会計補正予算第５号

（教育委員会関係費）のとおり議会に提出することの承認を求める。

令和２年２月２１日 提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条、及び島原市教育委員会の権限事務

の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規則第２条第１項第１１号の規定により、

教育委員会の承認を求めるものである。 
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第６号議案

議会の議決を経るべき議案について

議会の議決を経るべき議案について、別紙令和２年度島原市一般会計当初予算（教育委員

会関係費）のとおり議会に提出することの承認を求める。

令和２年２月２１日 提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条、及び島原市教育委員会の権限事務

の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規則第２条第１項第１１号の規定により、

教育委員会の承認を求めるものである。 
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第７号議案

令和元年度稽古館奨励賞の交付について

令和元年度稽古館奨励賞を別紙の者に交付することについて、承認を

求める。 

令和２年２月２１日 提出

島原市教育委員会

教育長 森本 和孝

提案理由

令和元年度稽古館奨励賞実施要項に従い、稽古館奨励賞を交付しよ

うとするものである。 
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文 化 ・ 生 徒 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 等

第一小学校 ６年 松﨑
まつざき

　正義
まさよし 男

登校後の朝ボランティアに積極的に参加するなど、他の模範になっ
た。

第二小学校 ６年 古賀
こ が

　暖菜
は る な 女

責任感があり、委員会活動や縦割り、登校班での活動も安心して任せ
ることができた。
霊丘バスケットボール部キャプテン
セミナリオ版画展入賞

第三小学校 ６年 柴岡
しばおか

　絆聖
き ず な 女

ボーイスカウトの一員としてボランティア活動に参加した。
交通少年団団員

第四小学校 ６年 吉田
よ し だ

　直仁
なおひと 男

児童会企画委員。代表委員会での司会進行がうまく、会をスムーズに
進めることができた。
男女学年を問わず、どの子にも優しく接することができた。
朝のあいさつ運動や清掃ボランティア活動に積極的に取り組んだ。
長崎県読書感想文コンクール　入選

第五小学校 ６年 篠﨑
しのざき

　愛花
あ い か 女

素直で、優しい性格である。委員会やボランティア等に進んで活動す
ることができた。

三会小学校 ６年 林田
はやしだ

　　萌
もえ 女 運営委員会（児童会）でリーダーシップを発揮した。

大三東小学校 ６年 木田
き だ

　圭祐
けいすけ 男

豊後高田市との交流事業お別れセレモニー時、市児童代表としてあい
さつを行った。堂々とした立派な態度のあいさつは、自分の思いを込
めた素晴らしい内容でたくさんの共感を得ていた。

高野小学校 ６年 柴田
し ば た

　楓馬
そ う ま 男

６年生で最も多く３００冊を超えているのが当該児童のみであった。
図書の貸し出し冊数３３４冊(2/12現在)

湯江小学校 ６年 森
もり

　あおば 女

人に対して優しく接し、困っている人たちのために役に立ちたいとい
う思いをもっていた。
長崎県読書感想文　佳作（課題図書の部）
有明地区青少年健全育成会議主催　青少年の意見発表会発表

令和元年度　稽古館奨励賞候補者一覧

学 校 名 性別氏 名学年

別 紙
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文 化 ・ 生 徒 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 等

１年 福島
ふくしま

　　葵
あおい 女

困っている子にも、優しく接し支援することができた。
全国中学生人権作文コンテスト
長崎県教育委員会教育長賞

２年 長橋
ながはし

　沙葵
さ き 女

学級評議員として、まじめに取り組むことができた。
市統一テスト1位　英検２級　吹奏楽部　県吹奏楽コンクール金賞
県アンサンブルコンテスト銀賞

３年 小栁
こやなぎ

　　陸
りく 男

人に対してやさしく友達との関係も良好であった。
市統一テスト1位

１年 白石
しらいし

　ゆい 女
生徒会役員の会計として活躍していた。
県イングリッシュパフォーマンスコンテスト優良賞
長崎新聞中学生英語暗唱大会優秀賞

２年 久米
く め

　有佐
ゆ さ 女

生徒会会計として、あいさつ運動など責任をもって行った。
３学期からは、学級の総務（委員）として活躍した。

３年 桑島
くわしま

　昂輝
い ぶ き 男

生徒会文化部委員長として、進行等を率先して行うことができた。
社会を明るくする運動長崎県弁論大会最優秀賞

１年 竹葉
た け ば

　寧流
し ず る 女

２学期の学級の総務（委員）として表に立って活動し、みんなから推
薦されるとともに、自分からやる気をもって学年で２名の生徒会特別
役員となった。

２年 木下
きのした

　智博
ともひろ 男

生徒会の学習部長として熱心に活動した。
塩野直道祈念「第７回算数・数学の自由研究」
作品コンクール長崎県優秀賞（理科教育研究所）
ジュニアドクター育成塾　数学コース参加（長崎大学）

３年 吉岡
よしおか

　りん 女
生徒会副会長として、今年度取り組んだボランティア活動で、生徒へ
の啓発のためのプレゼンテーションの工夫などを積極的に行った。

１年 田中
た な か

　琴音
こ と ね 女

生活面全般において、全体のために頑張ろうとする意欲がみられた。
ショパン国際コンクールインアジアピアノ　全国大会出場

２年 加藤
か と う

　桃香
も も か 女

生徒会書記として、集団を率いる力がみられた。
女子ソフトテニス部主将

３年 上田
う え だ

　えみり 女

生徒会文化委員長として文化祭を企画運営し、自らあいさつをした。
生活態度が大変よく、望ましいと思うことを周囲へ助言することがで
きた。
第18回全国中学校総合文化祭兼第13回長崎県中学校総合文化祭美術科
ポスター部門入選・技術・家庭科部門入選

１年 堺
さかい

　　柚
ゆず

貴
き 女

実行委員などに立候補し、率先して取り組むことができた。
英検準２級　読書感想文優秀賞　人権集会　平和集会での意見発表

２年 本多
ほ ん だ

　あず 女
生徒会副会長として、周囲の信頼が厚い。困っている人へ手を差し伸
べることができる。
バスケットボール部主将

３年 前田
ま え だ

　旺
おう

駕
が 男

生徒会会長　剣道部主将　誰にでも公平に接し、優しく礼儀正しい。
積極的な学習態度で家庭学習に熱心に取り組む。

学 校 名 学年 氏 名 性別

第一中学校

第二中学校

第三中学校

三会中学校

有明中学校
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令和元年度 稽古館奨励賞実施要項

島原市教育委員会学校教育課

１ 稽古館奨励賞の創設理由

 現在、島原市の児童生徒において、文化情操面（徳）については、北村西望教育美術展が体育・

運動面（体）については、有馬スポーツ賞があり、それぞれの分野で顕著な功績があった児童生徒

については、これまで、長く表彰してきた。

 今回、学術面（学）における市独自の賞 稽古館奨励賞を創設することにより、より知・徳・体

の調和のとれた本市の児童生徒を育成するとともに、とりわけ学力向上の推進を図る。

２ 交付

（１）対 象 各学校・対象学年１名  

小学校 ６年 ９名 中学校 １・２・３年 各５名 計 ２４名 

（２）期 日 ３月中旬以降 

（３）交付基準

学術面（学力・文化活動・生徒会活動・ボランティア等）において優秀な児童生徒に交付

する。 

① 学力面は、

○各学校の校内における下記教科の学習状況について、優秀な児童生徒上位３～５名程度を

推薦候補とする

小学校 ６ 年 … 国・社・算・理（４教科） 

中学校 １～３年 … 国・社・数・理・英（５教科） 

○評価期間 平成３１年度４月～令和元年１２月

○評価基準 各学校における学年統一したテスト結果の平均など

② 文化活動・生徒会活動・ボランティア等、各分野において優秀な実績をもつ児童生徒を推

薦する。

（例）感想文、弁論、皆勤賞、社会体育・部活動（有馬スポーツ賞除く） など 

①の上位３～５名程度の中で、文化活動等の分野において優秀な実績があれば、備考に記入

する。

基準：感想文、弁論などは、県レベルのコンクール等で入選している。 

①と②の結果を加味して、５名以内の児童生徒を推薦する。

なお、該当児童生徒において、生徒指導上等の問題がある場合は対象から除外する。

（４）各学校から、推薦を受け、定例教育委員会で決定する。

（５）日程

２月１３日（木） 推薦締切 各学校⇒市教委 

２月１３日～２月２０日 稽古館奨励賞検討（教育委員会事務局） 

２月２１日 ３月定例教育委員会 決定 

３月１３日（金） 各学校へ決定通知 

３ 備考 

（１） 表彰：学校表彰

（２） 公表

保護者向け文書送付（稽古館奨励賞の目的等）
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第８号議案 

 

   島原市少年センター規則の一部を改正する規則 

 

島原市少年センター規則（昭和４６年教育委員会規則第３号）の一部を次のように改

正する。 

第６条を次のように改める。 

（少年補導委員の職務） 

第６条 少年補導委員は、概ね次の職務を行う。 

 (１) 児童生徒の非行化を防止するための巡回補導 

(２) 児童生徒の安全確保のための巡回補導 

(３) 少年センターの実施する事業への協力 

(４) 前各号に掲げるもののほか、児童生徒の健全育成のために必要と認める事項 

附 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

 

  令和２年２月２１日提出 

                      島原市教育委員会 

教育長  森本 和孝 

 

 

 

 

 

   提案理由 

 地方公務員法の一部改正により、特別職非常勤職員が「専門的な知識経験に基づき、助

言、調査等を行う者」に厳格化され、島原市報酬及び費用弁償条例から少年補導委員の規

定が削除されることに伴い所要の整備を図るため、この規則を改正しようとするものであ

る。 
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島
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島
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。
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第９号議案  

第三次島原市子ども読書活動推進計画について  

第三次島原市子ども読書活動推進計画を別冊のように策定する。  

令和２年２月２１日提出  

島原市教育委員会  

教育長   森本 和孝  

提案理由 

子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項の規定により、第二次島原

市子ども読書活動推進計画を策定しているが、本計画の期間が満了となることか

ら、第三次島原市子ども読書活動推進計画を策定しようとするものである。 
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（参考） 

子どもの読書活動の推進に関する法律 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第９条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該

都道府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県に

おける子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県

子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画

が策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読

書活動推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活

動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関

する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）

を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども

読書活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動

推進計画の変更について準用する。 
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第１０号議案 

島原市文化財保護審議会委員の委嘱について 

島原市文化財保護審議会委員として、次の者を委嘱する。 

（任期：令和2年2月21日から令和3年9月30日） 

令和２年２月２１日 提出 

島原市教育委員会 

教育長 森本 和孝 

提案理由 

 島原市文化財保護条例第１５条の規定により、委員に委嘱しようとするもので

ある。 

氏  名 住  所（職場等） 年齢 年数 備  考 

本田 瑛子 島原市上の原１丁目6207番地2 ７３ ０ 
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（参考） 

島原市文化財保護条例（抜すい） 

（文化財保護審議会） 

第１５条 文化財保護法第１９０条の規定に基づき、文化財の保護及び活用に関 

し、教育委員会の諮問に答え、必要な事項を調査審議するため、島原市文化財 

保護審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、委員７人以内をもつて組織し、その委員は学識経験を有する者の 

うちから委員会が委嘱する。 

３ 前条の委員の任期は、２年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とす 

る。ただし、再任を妨げない。 

４ 審議会の組織運営に関し必要な事項は、規則で定める。 
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（参考） 

島原市文化財保護審議会委員名簿 

氏  名 住  所（職場等） 年齢 年数 備  考 

松 尾 卓 次 島原市宮の町662-4 ８４ １７ 

岩 永 泰 賢 島原市寺町6239-1 ７１ ２９ 

宮 本 次 人 
島原市有明町大三東 

戊1906
６８ １３ 

長 井 大 輔 
島原市新湊二丁目 

2130-1-201 
４３ ６ 

根 井 淨 島原市新山一丁目8716-46 ６９ ２ 

釘 田 雅 昭 島原市城見町4220-2 ６８ ２ 

（任期：令和元年10月1日から令和3年9月30日） 
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島 原 市 教 育 委 員 会 

 

 

報 告 事 項 

 

 

 

       

       

 

 

○行事報告 

○行事予定表 

○第２期島原市教育大綱（案）について 

○島原市小・中学校の教育職員の在校等時間の 

上限に関する方針（素案）について 
 

 

 

令和２年２月２１日 定例会 

 

 





［２月］ （教育総務課）

日 曜日 報　　告　　事　　項

3 月 第６回市勢振興計画策定委員会 9:30 森岳公民館 教育次長

3 月 新年度施政方針第2回検討会 11:00 外港庁舎 教育長、教育次長

4 火 人事評価教育長面談 午後 教育長室 教育長、教育次長、各課長

5 水 まちひとしごと創生本部会議 14:00 外港庁舎 教育長、教育次長

6 木 公金管理委員会 10:30 本庁舎 課長

6 木 第４回都市教育長協議会 14:00 平戸市 教育長

7 金 第４回都市教育長協議会（２日目） 11:00まで 平戸市 教育長

12 水 施政方針（要約版）局議 午前中 教育長室 教育長、教育次長、各課長

13 木 第１回島原市男女共同参画庁内推進会議 13:15 外港庁舎 教育次長

13 木 新しいコミュニティづくり研修 15:00 本庁舎 各課長

14 金 学校の情報環境にかかる説明会（GIGAスクール） 13:00 大村市 課長

18 火 会計年度任用職員採用面接（校務主事以外） 13:30 有明庁舎 課長

20 木 会計年度任用職員採用面接（校務主事） 13:15 有明庁舎 教育次長、課長

21 金 ３月定例教育委員会 13:30 有明庁舎
教育委員、教育長、教育次長、各課長
議案審議及び報告事項 他

25 火 一般質問通告締め切り 12:00 －

26 水 一般質問答弁検討会 終日 外港庁舎 教育長、課長、各課長

27 木 一般質問答弁検討会 終日 外港庁舎 教育長、課長、各課長

28 金 議会開会日 10:00 議会本会議場 教育次長、各課長

教育委員会　３月定例会　報告事項

内　容　並　び　に　参　考　事　項
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［２月］ （学校教育課）

日 曜日 報　　告　　事　　項

3 月 あいさつ運動 7:30 市内各所 平田、中村、森田、小鉢

4 火 NIE実践報告会 13:00 活水女子大学 小鉢

5 水 消防職員意見発表会 10:00 消防本部 平田

7 金 定例校長会 9:30 杉谷公民館 課長、平田、中村、森田、園田、小鉢

10 月 第３回長崎県英語教育推進協議会 9:00 長崎大学 中村

10 月 「学校安全総合支援事業」モデル地域成果発表会 13:00 長崎県庁 小鉢

10 月 市庁舎建設推進プロジェクトチーム会議 13:30 本庁 塩田

10 月 平成３１年度島原・雲仙・南島原地区初任者研修実施運営委員会 14:00 南有馬庁舎 教育長、園田

10 月 平成３１年度島原・雲仙・南島原地区中堅教諭等資質向上研修実施運営委員会 14:45 南有馬庁舎 教育長、園田

12 水 高校入試改革にかかる説明会 9:00 島原文化会館 小鉢

12 水 ５歳児健診 13:30 島原市保健センター 園田

12 水 県南地域歯科保健推進協議会 13:30 県南保健所 森田

14 金 島原市特別支援学級合同お別れ会 9:45 有明総合文化会館 教育委員、教育長、園田

14 金 学校の情報環境整備に関する説明会 12:30 ミライon図書館 小鉢

14 金 献立案作成検討委員会 14:00 杉谷公民館 塩田

15 土 令和元年度島原市・雲仙市・南島原市知的障害理解啓発研修 13:00 島原市福祉センター 教育長、園田

17 月 長崎県統合型校務支援システム導入検討委員会 9:30 県庁 園田

17 月 定例教頭会 10:30 三会公民館 教育長、課長、平田、中村、森田、小鉢

17 月 学力向上研修会 13:30 有明公民館 小鉢

18 火 島原市非常勤職員面接 9:30 島原文化会館 課長、平田、中村、森田、園田、小鉢、塩田

18 火 生徒指導推進協議会 13:00 長崎県教育センター 小鉢

19 水 島原市非常勤職員面接 9:30 島原文化会館 中村、小鉢

19 水 新しい評価の在り方に関する地区別研修会（小学校） 10:00 有明総合文化会館 平田

19 水 心の教室相談員等連絡協議会 14:00 適応指導教室 小鉢、原田

20 木 教務主任会 14:00 杉谷公民館 園田、小鉢

20 木 島原市学校事務共同実施連絡協議会 15:00 有明公民館 教育長、課長、中村

20 木 第２回島原半島３市特別支援教育連絡協議会 15:00 島原特別支援学校高等部 園田

20 木 学校給食研究会 15:30 杉谷公民館 森田

21 金 地区別教育長会 10:00 有明文化会館 教育長、課長、平田、中村

21 金 定例教育委員会 13:30 有明庁舎 教育委員、教育長、次長、課長

21 金 島原市生徒指導に関する研修会 14:00 有明公民館 小鉢

21 金 養護教諭部会 14:00 杉谷公民館 森田

21 金 第２回島原市高齢者見守りネットワーク協議会 15:00 ホテルシーサイド島原 園田

27 木 市中体連理事会 14:20 森岳公民館 小鉢

27 木 教科書給与事務システム研修会 15:00 第一小学校 塩田

教育委員会　３月定例会　報告事項

内　容　並　び　に　参　考　事　項
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【令和２年２月】 社会教育課

日 曜日 報告事項

1 土 市民文化講座「わが二束草鞋の人生」 13:30 森岳公民館 中村、林田

3 月 朝のあいさつ運動 7:30 市内一円 課長以上、小山、森

4 火 島原半島文化賞審査会 10:00 森岳公民館 教育長、課長、中村、吉田

4 火 人事評価面談 16:15 有明庁舎 課長

7 金 第３回県下少年センター所長会 14:00 大村市 課長

10 月 第７１回梅林俳句会 12:00 森岳公民館 教育長、課長、小山、松本指導員

12 水 白山公民館運営委員会 10:00 白山公民館 課長、藤井、大川

13 木 読書活動推進計画策定委員からの報告 10:00 教育長室 教育長、次長、課長、藤井

13 木 例規審査委員会 14:30 外港庁舎 課長

13 木 市少年センター少年補導委員会 19:30 森岳公民館 課長、藤井、入江指導監

14 金 県社会教育主事等連絡協議会理事会 9:30 長崎県庁 課長

14 金 県社会教育委員連絡協議会理事会 13:30 長崎県庁 藤井、金子委員長

17 月 杉谷公民館運営委員会 10:00 杉谷公民館 課長、藤井、芦塚

17 月 非常勤職員面接（松平文庫、薬園） 13:00 有明公民館 課長、中村、林田

17 月 安中公民館運営委員会 19:00 安中公民館 課長、藤井、野口

18 火 森岳公民館運営委員会 10:00 森岳公民館 課長、藤井、湯田

18 火 康平忌打合せ 13:30 森岳公民館 課長、吉田

19 水 社会教育担当者会 9:30 森岳公民館 課長、藤井

19 水 島原図書館協議会 14:00 島原図書館 課長、藤井

19 水 霊丘公民館運営委員会 19;00 霊丘公民館 課長、藤井、水田

19 水 肥前島原子ども狂言閉講式 20:00 島原文化会館 教育長、中村、吉田

20 木 非常勤職員面接（社会教育指導員、公民館） 10:30 有明公民館 課長、藤井、小山

21 金 三会公民館運営委員会 10:00 三会公民館 課長、藤井、植木

21 金 島原城跡櫓台所有者（本村氏）との打合せ 17:00 所有者宅 課長、中村、宇土

25 火 有明公民館運営委員会 10:00 有明公民館 課長、藤井、森

※

10 月 島原親善人形の会総会 19:00 第一小学校 課長

11 火 天神講「書写展示会」表彰式 9:30 杉谷公民館 教育長、芦塚

13 木 中学校文化部活動連盟事務局来庁 11:00 教育長室 教育長、課長、藤井

有明公民館まつり 10:00 有明公民館 教育長、森

21 金 市Ｐ連第３回常任委員会 19:00 シーサイド島原 藤井

島原市教育委員会　　３月定例会報告事項

内容並びに参考事項

各地区にて高齢者学級７回（担当：野口）・女性学級９回開催（担当：松本）

【付記事項】

15～16
（土～日）

 ３



［2月］ （スポーツ課）

日 曜日 報 告 事 項

2 日 スポーツ少年団バレーボール大会 9:00 有明体育館 本部長

3 月 宮﨑香蓮さん市長表敬 14:00 外港庁舎 市長、教育長、副市長

12 水
「宝くじスポーツフェアードリームサッ
カー」打ち合わせ

14:30 陸上競技場 浅田

14 金
ドイツパラ陸上競技事前キャンプの覚書締
結のためドイツ出張（14～19）

ドイツ 教育次長、市長

15 日 市民親睦バドミントン大会 9:00 霊丘体育館 教育長

18 火
県生涯スポーツ委員会13：30～
県民体育大会実行委員会15：00～

13:30 県営野球場 浅田

19 水
県スポ少事務担当者会議10：00～
Vファーレン自治体応援会議13：30～

10:00
県営野球場
県庁

浅田

22 土 県スポーツ推進委員研究大会（22～23） 9:00 有明文化会館 市長、教育長、教育次長

23 日 市民親睦卓球大会 9:00 復興アリーナ 教育長

24 月 学生駅伝監査 16:00 福岡市 浅田

教育委員会　3月定例会　報告事項

内　容　並　び　に　参　考　事　項

４



              令和２年３月行事予定表 令和２年２月２１日現在

太字ｺﾞｼｯｸ 教育委員出席予定
  ◎    教育長出席
  ○    教育次長出席
  △    関係課長出席

日 曜 教 育 総 務 課 学 校 教 育 課 社 会 教 育 課 ス ポ ー ツ 課

１ 日

2 月 定例校長会　9:30　杉谷公　◎△
朝のあいさつ運動 7:30 市内一円 ◎○△
島原城跡保存活用計画策定検討委員と市長との面
談 13:00 外港庁舎 ◎〇△

3 火 ３月議会一般質問（予定）◎○△

4 水 ３月議会一般質問（予定）◎○△

5 木 ３月議会一般質問（予定）◎○△

6 金 ３月議会一般質問（予定）◎○△

7 土 有馬スポーツ賞表彰式10：00有馬武道館◎〇△

8 日 初市顕彰俳句会 12:00 霊丘公民館 △
スポーツ少年団送別サッカー大会8：30平成町人工
芝G

9 月 総務委員会（予定）◎○△

10 火 産業建設委員会（予定）◎○△

11 水 教育厚生委員会（予定）◎○△

12 木 定例教頭会　10:30　◎△

13 金 予算審査特別委員会（予定）◎○△

14 土 島原半島文化賞表彰式 10:00 島原文化会館 ◎△

15 日 市民親睦ソフトボール大会8：30三会ふれあい

16 月

17 火 中学校卒業式　9:30　◎○△（9:20有明中）

18 水 小学校卒業式　9:30　◎○△（9:20湯江小）

少年センター運営協議会 15:00 森岳公民館 ◎〇
△
市民文化講座「近世初期における大名と古典」
19:00 森岳公民館 △

19 木 ３月議会最終日・表決（予定）◎○△

20 金 春分の日

21 土

22 日
市民文化講座「これからの日米親善人形交流」
15:00 島原城観光復興記念館 △

23 月

24 火

25 水 県体育協会評議員会16：00県営野球場

26 木
喜多旗争奪島原半島小中学校親善柔道大会10：00
有馬武道館

27 金 辞令交付式　市議会議場　9:00 ◎

28 土
特別講座「“文化財保護”ってなあに？」 10:00 森岳
公民館 △

29 日

30 月

31 火 退職者辞令交付式　11:30　◎○△　議会会議室

5

島原市教育委員会



(案) 

第 2 期 島原市教育大綱 

 

 

 

令和２年３月

長崎県島原市

イメージに合わせた「写真」

「しまばらんのイラスト」等

を挿入予定 



 

 



１ 策定の趣旨

平成２７年４月施行の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律」により、各地方公共団体の長は、その地域の実情に応

じて当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策

の大綱を定めるものとされました。  

本市でも法改正の趣旨を踏まえ平成２８年３月に「島原市教育大綱」を

策定し、“とことん子育てにやさしい教育のまち島原”の実現に向けて取り

組んできました。  

現大綱の対象期間が令和元年度末をもって終了することから、島原市総

合教育会議（市長・教育長・教育委員で構成）の協議結果や市の最上位計画

である「第７次島原市市勢振興計画」（令和２年３月策定）との整合性を踏

まえ、新たに「第２期島原市教育大綱」を策定するものです。 

２ 位置付け

本大綱は、国及び長崎県の教育行政の動向、社会環境の変化、多様化す

る市民ニーズなどを勘案した上で、本市の将来都市像を定める「第７次島

原市市勢振興計画」に基づき、本市の教育、学術、文化及びスポーツの振興

に関する分野の指針として位置付けます。 

また、具体的な施策や事務事業については、「第２期島原市教育振興基本

計画」において展開することとします。 

３ 対象期間

令和２年度（2020 年度）から令和５年度（2023 年度）までの４年間とし

ます。 

４ 目標

１ 確かな学力を身に付けた、心豊かでたくましく生きる子どもの育成

（１）学力向上対策の充実

確かな学力を身に付けるとともに、グローバル化や情報化が急速に

進む現代社会において、主体的に課題を解決し、能力を生かして自ら

活躍の場を切り拓くことのできる人材の育成に努めます。

（２）地域と連携した豊かな心の育成

1



あいさつ運動や地域行事等の活動を通して郷土愛を育み、積極的に

学校を地域に開き、地域ぐるみで子どもたちの健全育成を図ります。 

また、幼児・園児を含む就学前教育についても、福祉・医療の関係機

関及び幼・保・小との連携を軸とした教育に取り組みます。

さらに、いじめ・不登校・虐待問題については、医療機関等と連携

し、行政・学校・専門機関が一体となり、相談業務の充実を図りながら

未然防止を念頭に早期発見・早期解決に努めます。

（３）国際化、情報化に対応した人材の育成

小・中学校における外国語教育のさらなる充実を図るため、授業に

おける ALT の有効活用や、自分の考えをしっかりと表現できコミュニ

ケーション能力を有する人材の育成に努めます。

また、他国の文化や生活習慣についての理解を深めるなど、国際理

解の推進を図ります。

さらに、情報化社会を生き抜くために必要な資質、能力を培うため

の取組を進めます。 

（４）健やかな体の育成

食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身に付けることができる

よう食育を推進するともに、就学前から小・中学校まで連続したフッ

化洗口事業の普及啓発を通して虫歯予防に取り組み口腔の健康に努め

ます。 

２ 豊かな心と郷土愛を育む、強い絆で結ばれた地域づくり

（１）子どもから大人まで自由に学び合える学習体制の充実

公民館を拠点として、いつでもどこでも誰でも学ぶことができ、学

習で得た成果を地域に還元できる体制づくりに努めます。 

社会教育関係団体の育成を図り、地域に根ざした活動の活性化を通

して、会員の個性と能力を伸ばし、生きる力と豊かな人間性の形成に

努めます。 

（２）子どもを健やかに育てる家庭・地域の育成

子どもの生きる力の基礎となる家庭教育を支援し、学校・家庭・地

域の役割を再認識させ、地域全体で子どもたちを育む活動の推進に努

めます。 

子どもたちの体験活動の充実のために、地域の人材を活用した安全

で安心して活動ができる居場所づくり通して、地域ぐるみで見守り育 

てていく気運づくりに努めます。 
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（３）歴史文化遺産の活用と伝統文化の継承による郷土愛の醸成

市民共有の財産である歴史文化遺産の保護並びに積極的な活用を図

り、郷土に伝わる歴史・伝統文化を伝承するとともに、学び継承する

ことができる機会を拡充し、ふるさと島原への誇りと愛着をもつ心の

育成に努めます。 

３ スポーツを通じた人づくり・地域づくり

（１）ライフステージに応じた生涯スポーツの充実

世代を超えた総合型地域スポーツクラブの設立、市民参加型のスポ

ーツイベントなどを推進し、市民誰もが、生き生きと、いつまでもス

ポーツに親しむことができる地域づくりに努めます。 

（２）夢を育むジュニアスポーツの充実

「夢の教室」や「小中学生派遣事業」を通して、将来に向かって「夢・

憧れ・志」を持つことの大切さを学ぶ機会を提供することで、ジュニ

アスポーツの活性化に努めます。

（３）スポーツを活用した地域活性化

ラグビーワールドカップ日本大会の公認キャンプ地、東京2020オリ

ンピックレスリング競技やパラリンピックドイツ陸上競技の事前キャ

ンプ地として世界的に認められた充実したスポーツ施設を有効活用し

て、国内外のトップレベルのスポーツ大会や各種スポーツ競技の合宿

等を誘致することにより「国際観光スポーツ交流都市」としての位置

付けを確かなものにし、交流人口の拡大と地域の活性化に努めます。

４ 教育・スポーツ政策推進に向けた基盤整備の推進

（１）安全で快適な教育・スポーツ施設の整備

公共施設総合管理計画（個別施設計画）を基にした長寿命化改修に

よりトータルコストの低減を図りつつ、施設の耐久性を高め、建物の

機能や性能を現代の社会的要請に応じたものへと整備します。 

（２）時代ニーズに即した質の高い環境の整備

空調設備やトイレなどの住環境設備を時代ニーズに応じた、快適で

安心して利用できるものへと整備します。 

また、情報活用能力の育成、スキル定着を図るため学校 ICT 環境の 

整備充実を進めるとともに、効果的教育を実現するため教員の指導力

向上を図ります。 
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（３）誰もが安心して学ぶためのセーフティネットの構築

準要保護世帯に対する就学支援制度や経済的理由により修学が困難

な者に奨学金を貸し付ける「貸付型奨学金」、市内への帰郷・定住を目

的とした償還免除型の「もどってこんね奨学金」などの施策により、

誰もが安心して修学するための学びのセーフティネット制度の推進を

図ります。 

本大綱は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規

定に基づき定めるものであり今後は、本大綱の目的に沿って島原市民全

員の教育力を結集し「将来を担う人材と豊かな心を育むまちづくり」の

実現に向けて全力で取り取り組みます。 

なお、対象期間の中途において内容を見直す必要が生じた際には、教育

委員会と協議の上見直すことができるものとします。 

令和２年 月 日 

島原市長 古川 隆三郎 
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島
原

市
教

育
大

綱
 

第
２

期
（

案
）

と
第

１
期

（
現

行
）

と
の

対
照

表
 

第
２

期
（

案
）

 
第

１
期

(現
行

)
 

【
１
 
策
定
の
趣
旨
】
 

平
成
２
７
年
４
月
施
行
の
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
 

を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
各
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
 

当
該
地
方
公
共
団
体
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
 

を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
市
で
も
法
改

正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
平
成
２
８
年
３
月
に
「
島
原
市
教
育
大
綱
」
を
策
 

定
し
、
“
と
こ
と
ん
子
育
て
に
や
さ
し
い
教
育
の
ま
ち
島
原
”
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
 

ん
で
き
ま
し
た
。
 
 

現
大
綱
の
対
象

期
間
が
令
和
元
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
島
原
市
総
合
 

教
育
会
議
（
市
長
・
教
育
長
・
教
育
委
員
で
構
成
）
の
協
議
結
果
や
市
の
最
上
位
計
画
で
 

あ
る
「
第
７
次
島
原
市
市
勢
振
興
計
画
」
（
令
和
２
年
３
月
策
定
）
と
の
整
合
性
を
踏
ま
 

え
、
新
た
に
「
第
２
期
島
原
市
教
育
大
綱
」
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
 

【
２
 
位
置
付
け
】
 

本
大
綱
は
、
国
及
び
長
崎
県
の
教
育
行
政
の
動
向
、
社
会
環
境
の
変
化
、
多
様
化
す
る
 

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
本
市
の
将
来
都
市
像
を
定
め
る
「
第
７
次
島
原
市
 

市
勢
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
教
育
、
学
術
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
 

す
る
分
野
の
指
針
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。
 

ま
た
、
具
体
的
な
施
策
や
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
島
原
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
 

に
お
い
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
 

【
３
 
対
象
期
間
】
 

【
策
定
の
趣
旨
】
 

平
成
２
６
年
、
地
方
公
共
団
体
の
長
と
教
育
委
員
会
が
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、
地
 

域
の
教
育
の
課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
て
、
よ
り
一
層
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
 

を
推
進
す
る
た
め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
教
行
 

法
」
と
い
う
。
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

改
正
後
の
地
教
行
法
で
は
、
教
育
委
員
会
を
合
議
体
の
執
行
機
関
と
し
て
、
そ
の
権
限
 

を
従
前
と
同
じ
形
で
残
す
こ
と
に
よ
り
、
教
育
行
政
の
政
治
的
中
立
性
及
び
継
続
性
・
安
 

定
性
を
確
保
す
る
一
方
、
地
域
住
民
の
意
向
を
よ
り
一
層
反
映
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
 

体
の
長
に
よ
る
総
合
教
育
会
議
の
設
置
と
大
綱
の
策
定
な
ど
が
新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
大
綱
は
、
こ
の
よ
う
な
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
“
と
こ
と
ん
子
育
て
に
や
さ
 

し
い
教
育
の
ま
ち
島
原
”
を
め
ざ
し
、
本
市
教
育
等
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
根
本
と
 

な
る
方
針
を
定
め
た
も
の
で
す
。
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第
２

期
（

案
）

 
第

１
期

(現
行

)
 

令
和
２
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）
か
ら
令
和
５
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
ま
で
の
４
年
間
と
し
ま
 

す
。
 

【
４
 
目
標
】
 

１
 

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
た
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
 

（
１

）
学
力
 
向
上
対
策
の
充
実

確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
が
急
速
に
進
む

現
代
社
会
に
お

い
て
、
主
体
的
に
課
題
を
解
決
し
、
能
力
を
生
か
し
て
自
ら
活
躍
の
場

を
切
り
拓
く
こ

と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
 

（
２

）
地
域
と
連
携
し
た
豊
か
な
心
の
育
成

あ
い
さ
つ
運

動
や
地
域
行
事
等
の
活
動
を
通
し
て
郷
土
愛
を
育
み
、
積
極
的
に
学
校

を
地
域
に
開
き

、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
幼

児
・
園

児
を

含
む

就
学

前
教

育
に

つ
い

て
も

、
福

祉
・
医

療
の

関
係

機
関

及
び

幼
・
保

・

小
と
の
連
携
を

軸
と
し
た
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
い

じ
め
・
不
登
校
・
虐
待
問
題
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
、

行
政
・
学
校
・

専
門
機
関
が
一
体
と
な
り
、
相
談
業
務
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
未
然
防

止
を
念
頭
に
早

期
発
見
、
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。
 

（
３

）
国
際
化
、
情
報
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成

小
・
中
学
校

に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
授
業
に
お
け

る
A
L
T
の
有
効
活
用
や
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
表
現
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
有
す

る
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
他
国

の
文
化
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
な
ど
、
国
際
理
解
の

推
進
を
図
り
ま

す
。
 

【
目
標
】
 

１
 
生
き
ぬ
く
力
を
育
む
人
づ
く
り
 

（
１
）
学
力
の
向
上
対
策
の
充
実

親
の
経
済
力
や
家
族
の
形
態
等
の
生
育
環
境
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
学

ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
き
め
細
か
な
教
育
を
受
け
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

（
２
）
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充
実

い
じ
め
防
止
条
例
の
普
及
・
啓
発
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
等
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
い
じ
め
の
な
い
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
、

学
校
・
地
域
・
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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第
２

期
（

案
）

 
第

１
期

(現
行

)
 

さ
ら
に
、
情

報
化
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
、
能
力
を
培
う
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め

ま
す
。
 

（
４
）

健
や
か
な
体
の
育
成
 

食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

食
育
を
推
進
す

る
と
も
に
、

就
学
前
か
ら

小
・
中
学
校
ま
で
連
続
し
た
フ
ッ
化
洗
口
事
業
の
普
及
啓
発
を
通
し
て

虫
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
口
腔
の
健
康
に
努
め
ま
す
。
 

２
 
豊
か
な
心
と
郷

土
愛
を
育
む
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
地
域
づ
く
り
 

（
１

）
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
由
に
学
び
合
え
る
学
習
体
制
の
充
実

公
民
館
を
拠

点
と
し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
学
習
で

得
た
成
果
を
地

域
に
還
元
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

社
会
教
育
関
係

団
体
の
育
成
を
図
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
活
性
化
を
通
し
て
、
 

会
員
の
個
性
と

能
力
を
伸
ば
し
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
形
成
に
努
め
ま
す
。
 

（
２

）
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
家
庭
・
地
域
の
育
成

子
ど
も
の
生
き
る
力
の
基
礎
と
な
る
家
庭
教
育
を
支
援
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

役
割
を
再
認
識

さ
せ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち

の
体
験
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
安
全
で
安

心
し
て
活
動
が

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
通
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で

見
守
り
育
て
て
い
く
気
運
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

（
３
）
歴
史
文
化
遺

産
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
よ
る
郷
土
愛
の
醸
成

市
民
共
有
の

財
産
で
あ
る
歴
史
文
化
遺
産
の
保
護
並
び
に
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、

郷
土
に
伝
わ
る

歴
史
・
伝
統
文
化
を
伝
承
す
る
と
と
も
に
、
学
び
継
承
す
る
こ
と
が
で

（
３
）
健
康
の
保
持
増
進
と
健
や
か
な
体
の
育
成

食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

食
育
を
推
進
し
、
学
校
給
食
の
充
実
発
展
に
努
め
ま
す
。
 

就
学
前
か
ら
小
学
校
ま
で
連
続
し
た
フ
ッ
化
洗
口
事
業
の
普
及
啓
発
を
通
し
て
虫
歯

予
防
に
取
り
組
み
、
口
腔
の
健
康
に
努
め
ま
す
。
 

２
 
強
い
絆
と
豊
か
な
心
で
結
ば
れ
た
地
域
づ
く
り
 

（
１
）
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
由
に
学
び
合
え
る
 
 
体
制
の
充
実

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
市
民
の
交
流
と
絆
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
を
図
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
活
性
化
と
誰
も
が

様
々
な
活
動
に
参
加
で
き
る
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。
 

（
２
）
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
家
庭
・
地
域
の
育
成

子
ど
も
の
生
き
る
力
の
基
礎
と
な
る
家
庭
教
育
を
支
援
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安
全
で
安
心
し
て

活
動
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
 
 

地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り
育
て
て
い
く
気
運
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

（
３
）
歴
史
 
 
的
遺
産
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
よ
る
郷
土
愛
の
醸
成
 

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
歴
史
 
 
的
遺
産
の
保
護
と
活
用
を
図
り
、
郷
土
に
伝
わ

る
歴
史
・
伝
統
文
化
を
 
 
 
 
 
学
び
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
拡
充
し
、
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第
２

期
（

案
）

 
第

１
期

(現
行

)
 

き
る
機
会
を
拡

充
し
、
ふ
る
さ
と
島
原
へ
の
誇
り
と
愛
着
 

を
も
つ
心
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
 

３
 
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
 

（
１
）
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

世
代
を
超
え

た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
、
市
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
推
進
し
、
市
民
誰
も
が
、
生
き
生
き
と
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

（
２

）
夢
を
育
む
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

「
夢
の
教
室
」
や
「
小
中
学
生
派
遣
事
業
」
を
通
し
て
、
将
来
に
向
か
っ
て
「
夢
・
憧
 

れ
・
志
」
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
 

ー
ツ
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
 

（
３
）
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
の
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ド
イ
ツ
陸
上
競
技
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
有
効
活
用
し
て
、
国
内
外
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
合
宿
等
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
国
際
観
光
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
」
と
し
て
の
位
置
付
け
を
確
か
な
も
の
に
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
 

４
 

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
推
進
に
向
け
た
基
盤
整
備
の
推
進
 

（
１

）
安
全
で
快
適
な
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

公
共
施
設
総

合
管
理
計
画
（
個
別
施
設
計
画
）
を
基
に
し
た
長
寿
命
化
改
修
に
よ
り

ふ
る
さ
と
島
原
へ
の
 

愛
着
と
誇
り
を
も
つ
心
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
 

３
 
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

（
１
）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
の
絆
を
広
げ
る
た
め
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
充
実
、
ま
た
、
市
民
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
提
供
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
夢
を
育
む
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

「
夢
の
教
室
」
や
「
小
中
学
生
派
遣
事
業
」
を
通
し
て
、
将
来
に
向
か
っ
て
「
夢
・
憧

れ
・
志
」
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ

ー
ツ
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
 

（
３
）
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

国
体
の
開
催
で
整
備
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
全
国
・
国

際
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
 

４
 
安
全
で
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り
 

（
１
）
快
適
で
豊
か
な
教
育
関
係
施
設
の
充
実

学
校
施
設
、
社
会
教
育
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
施
設
整
備
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
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第
２

期
（

案
）

 
第

１
期

(現
行

)
 

ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
低
減
を
図
り
つ
つ
、
施
設
の
耐
久
性
を
高
め
、
加
え
て
建
物
の
機
能

や
性
能
を
現
代

の
社
会
的
要
請
に
応
じ
た
も
の
へ
と
整
備
し
ま
す
。
 

（
２

）
時
代
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
質
の
高
い
環
境
の
整
備

空
調
設
備
や

ト
イ
レ
な
ど
の
住
環
境
設
備
を
時
代
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
快
適
で
安
心

し
て
利
用
で
き

る
も
の
へ
と
整
備
し
ま
す
。
 

ま
た
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、
ス
キ
ル
定
着
を
図
る
た
め
学
校
I
C
T
環
境
の
整
備
充

実
を
進
め
る
と

と
も
に
、
効
果
的
教
育
を
実
現
す
る
た
め
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
り

ま
す
。
 

（
３

）
誰
も
が
安
心
し
て
学
ぶ
た
め
の
修
学
支
援
制
度
の
推
進

準
要
保
護
世

帯
に
対
す
る
就
学
支
援
制
度
や
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者

に
奨
学
金
を
貸

し
付
け
る
「
貸
付
型
奨
学
金
」
や

本
市
出
身
の
若
者
の
市
内
へ
の
帰
郷
・

定
住
を
目
的
と

し
た
償
還
免
除
型
の
「
ふ
る
さ
と
に
も
ど
っ
て
こ
ん
ね
奨
学
金
」
な
ど

の
施
策
に
よ
り

、
誰
も
が
安
心
し
て
学
ぶ
た
め

の
修
学
支
援
制
度
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

本
大
綱
は
「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
第
１
条
の
３
の
規
定

に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
あ
り
今
後
は
、
本
大
綱
の
目
的
に
沿
っ
て
島
原
市
民
全
員
の
教

育
力
を
結
集
し
「
将
来
を
担
う
人
材
と
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
全
力
で
取
り
取
り
組
み
ま
す
。
 

な
お
、
対
象
期

間
の
中
途
に
お
い
て
内
容
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
際
に
は
、
教
育
委

員
会
と
協
議
の
上
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
 

（
２
）
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
充
実

教
育
環
境
設
備
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

情
報
教
育
環
境
設
備
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
夢
の
実
現
に
向
け
た
修
学
支
援
の
充
実

奨
学
金
制
度
の
適
正
な
運
営
を
図
り
、
奨
学
金
返
還
免
除
等
を
含
め
た
新
た
な
奨
学

金
制
度
の
導
入
に
努
め
ま
す
。
 

準
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
事
業
の
適
正
な
実
施
に
努
め
ま
す
。
 

こ
の
大
綱
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
１
条
の
３
の
規
定

に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
大
綱
の
期
間
は
、
平
成
２
８
年
度
か
ら
平
成
３
１
年
度
ま
で
の
４
年
間
と
し
ま
す

が
、
こ
の
期
間
の
途
中
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
ま
す
。
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